
総
会
次
第

第
一
部　

司
会　
　

59
H　
　

山
川　

仁
美

開
会
の
辞　
　

礼
拝　
　

司
式　
　

56
C　
　

小
澤　

美
幸

　
　
　
　

伴
奏　
　

平
9
C　

渡
辺　
　

恵

会
長
挨
拶

来
賓
紹
介

来
賓
挨
拶

学
科
会
顧
問
の
先
生
紹
介

正
副
議
長
選
出

　
　
　
　

議
長　
　

52
H　
　

鈴
木　

真
帆

　
　
　
　

副
議
長　

57
C　
　

中
嶋　
　

泉

　
　
　
　

書
記　
　

56
E　
　

小
祝
奈
奈
子

議
案

1
．
2
0
2
5
年
度
事
業
報
告

2
．
2
0
2
5
年
度
経
常
会
計
決
算
報
告

3
．
2
0
2
5
年
度
監
査
報
告

4
．
26
期
補
選
運
営
委
員
承
認

　
　
　
　
　
　
　
　

54
C　
　

蓑
口
由
美
子

5
．
2
0
2
6
年
度
事
業
計
画
案
承
認

　

①
総
会
の
開
催

　

②
会
員
デ
ー
タ
の
管
理
・
整
備

　

③
会
費
の
徴
収

　

④
運
営
委
員
会
及
び
諸
会
議
の
開
催

　

⑤�

広
報
活
動
（
会
報
年
2
回
発
行
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
更
新
）

　

⑥
学
科
会
活
動

　

⑦
事
業
部
活
動

　

⑧
支
部
活
動

　

⑨
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
開
催

　

⑩
青
山
学
院
校
友
会
活
動
へ
の
参
加

　

⑪�

母
校
の
閉
学
に
伴
う
活
動
、
運
営
の
見

直
し
（
ク
ラ
ス
代
表
委
員
会
に
つ
い
て

等
）

　

⑫�

青
山
学
院
大
学
ス
ク
ー
ン
メ
ー
カ
ー
記

念
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
の
協

力

　

⑬
そ
の
他

6
．
2
0
2
6
年
度
経
常
会
計
予
算
案
承
認

7
．
ク
ラ
ス
代
表
委
員
会
に
つ
い
て

8
．
そ
の
他

報
告

1
．
学
科
会
活
動
報
告
及
び
会
計
報
告

2
．
支
部
活
動
報
告
及
び
会
計
報
告

学
科
会
会
長
紹
介

支
部
代
表
紹
介　

第
二
部　

司
会　
　

47
J　
　

倉
澤　

秀
子

演
題

　

�「
海
外
支
援
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
知
っ
た
人

生
の
豊
か
さ
」

講
師　

　

認
定
N
P
O
法
人
グ
ロ
ー
ブ
ジ
ャ
ン
グ
ル

副
代
表　

酒
井
恵
理
子　

氏

学
科
会
顧
問
の
先
生

国
文
学
科
会�

輪
島　

達
郎　

先
生

　

青
山
学
院
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
人
間
科
学
部　

准
教
授

英
文
学
科
会�

山
田
美
穂
子　

先
生

　

青
山
学
院
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
人
間
科
学
部　

教
授

家
政
学
科
会�

河
見　
　

誠　

先
生

　

青
山
学
院
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
人
間
科
学
部　

教
授

童
友
会�

西
山　

利
佳　

先
生

　

青
山
学
院
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
人
間
科
学
部　

教
授

教
養
学
科
会�

小
林　

瑞
乃　

先
生

　

青
山
学
院
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
人
間
科
学
部　

教
授

芸
術
学
科
会�

趙　
　

慶
姫　

先
生

　

青
山
学
院
大
学　

特
任
教
授　

現
代
教
養
学
科
会�

後
藤　

千
織　

先
生

　

青
山
学
院
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
人
間
科
学
部　

准
教
授

支
部
長
　

北
海
道
支
部�

62
C　
　

原
口　

尚
子

東
北
支
部�

52
C　
　

西
舘　

桂
子

東
海
支
部�

57
E　
　

岩
田
み
つ
子

関
西
支
部�

60
J　
　

岡　
　

雅
子

中
国
支
部�

51
L　
　

磯
部　

厚
子

四
国
支
部�

52
E　
　

金
尾　

美
景

九
州
支
部�

49
H　
　

上
尾
く
る
み

台
湾
支
部�

平
7
H　

何　
　

恵
琴

学
科
会
会
長

国
文
学
科
会�

平
1
J　

内
藤　

美
樹

英
文
学
科
会�

平
3
E　

若
林　

寿
奈

家
政
学
科
会�

60
H　
　

荒
木　

由
紀

童
友
会�

44
C　
　

津
田　

良
子

教
養
学
科
会�
43
L　
　

諸
山　

啓
子

芸
術
学
科
会�
平
11
A　

田
中　

友
規

現
代
教
養
学
科
会�

平
29‌
LA　

旭　
　

春
奈

第
52
回

定

期

総

会�

5
月
16
日

定
期
総
会
第
7
号
議
案
に
つ
い
て

　

ク
ラ
ス
代
表
委
員
会
は
同
窓
会
の

所
属
部
会
の
1
つ
で
あ
り
、
卒
業
時
の

ク
ラ
ス
や
2
0
1
2
年
以
降
は
ゼ
ミ

等
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
表
委
員
に
よ

り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
は
総
会
の
議
案
と
な
る
事

項
に
つ
い
て
の
審
議
を
主
目
的
と
し

て
総
会
前
に
開
催
さ
れ
る
と
会
則
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年
ま

で
は
そ
の
意
義
を
十
分
に
果
た
し
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
コ
ロ
ナ
禍
や
短
大

閉
学
の
影
響
も
あ
り
、
こ
こ
数
年
は
出

席
者
数
が
激
減
し
毎
回
6
～
9
名
程

度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
本
来
あ
る
べ

き
姿
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
は
言

え
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

こ
の
現
実
を
踏
ま
え
、
2
・
3
・
4

月
定
例
運
営
委
員
会
お
よ
び
5
月
9

日
に
開
催
さ
れ
た
ク
ラ
ス
代
表
委
員

会
（
18
名
参
加
）
で
こ
の
会
の
存
続
を

含
め
た
今
後
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね

「
存
続
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
」
と

の
意
見
が
多
数
を
占
め
る
結
果
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
定
期
総
会
に
お
い
て
も
7
号

議
案
と
し
て
審
議
さ
れ
、
決
議
は
運
営

委
員
会
に
委
ね
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
も
運
営
委
員
会
に
て
検

討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
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